
共生舎 ２周年記念事業

みんなで語ろう
地域のみらい

～子どもをとりまく環境のこと～

平成３０年２月１０日（土）
１３：００～１６：３０

※１７：００～懇親会あり

共生舎
室蘭市輪西町２丁目３番１号

日 時

会 場

【開催レポート】



イベン ト

概要

参 加 者 数

・座談会 男性３名
女性５名
計 ８名

・懇親会 男性４名
女性５名
計 ９名

※延べ人数・主催者除く

テ ー マ

①人口推移が示すもの

②若年層のマインド

③学習指導要領の改定

2018.2.10 共生舎２周年記念事業「みんなで語ろう地域のみらい」

H30.2.8 北海道新聞朝刊より



テーマ①

人口推移が

示すもの

着 眼 点

【室蘭市の人口】
・H24→H29 △7,089人
・「現役世代」（労働生産性
人口）の減少が著しい一方、
１４歳以下では漸減、６５歳
以上では漸増。

【日本の人口推移予測】
・２０４５年には１億人を下
回り、２０６０年には８千万
人強。単純な人口総数では戦
後と同程度だが、年齢構成は
大きく異なる。

意 見 Part 1

・若い人は室蘭に仕事があ
れば残りたいという人が多
いようだ。
・室蘭を離れる若い人は、
この現状をどうとらえて、
他の街へ行くのか、確かに
気になるところだ。
・他方、都会の価値観を、
地方に持ち込んで、それを
そのまま当てはめることは
難しいので、地域色を理解
することも大切。
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テーマ①

人口推移が

示すもの

意 見 Part 2

・下手に家を買うと、仕事が
なくなったときに、転居しに
くくなるのでは。
・移住者から見ると、もうす
でに出来上がっている人間関
係が強く固まっていて、会話
に入りづらいと思える場面が
ある。
⇔懐に入れればとても暖かい
のは、いいところ。
・観光客対応に慣れている街
は、移住者対応にも特別違和
感はないようだ。

例えば釧路では、幣舞橋
付近で何かを探していそう
な人に対して、「どこかお
昼でも？」と気さくに声を
かける場面を見かける。
・室蘭は親族・同族企業が
多く感じ、また、人のうわ
さや情報が回るスピードが
とても速く感じるので、一
度仕事がうまくいかなくな
ると他の企業への再就職も
難しくなるようだ。
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テーマ②

日本の
若年層の
マ イ ン ド

着 眼 点

【日本の若年層のマインド】
・諸外国と比べると、自己肯定
感、社会参画への実感は低く、
憂鬱感は高い傾向にある（総務
省子ども・若者白書より）
・インターネット検索で「日本
若者」と検索すると、上位７件
中６件はネガティブな内容。
（端末の検索履歴が反映されな
いシークレットモードで検索）
・特に、世代間ギャップが浮き
彫りになる内容が多い。

意 見 Part 1

・このような話題になると
「最近の若者は」という話
はいつの時代も言われるの
かと感じる。
・憂鬱感は５０代でも感じ
ているようだ。中間層が育
たないことや、退職金の懸
念などが主な要因では。
→５０代以上でも、今の世
の中の枠組みの変化に戸惑
いを覚えている。
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テーマ②

日本の
若年層の
マ イ ン ド
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意 見 Part 2

・では、３０代から見ると？
→出る杭は打たれるし、異な
る考え方を示しても既存の枠
組み前提で片づけられるの
で、社会的議論に対してエネ
ルギーを使うよりは、自分の
目の前のことに平常心で向き
合えることのほうが大事に思
えるかもしれない。
・「古き良き時代」はお互い
にフォローしあうムードが
あったのに、今は全くない。

＜とはいっても…＞
・世代間コミュニケーショ
ンの難しさ。例えば「知ら
ない大人についていったら
ダメ」と言われて育った子
が、近所の住民とのあいさ
つの中で、「知らない人」
ではなくなった頃に、近所
の住民に略取される事例が
あったり、年長者の好意を
押しつけがましいと捉えら
れたり。



テーマ③

学習指導
要領の改定
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着 眼 点

【大きな改正点】
・「生きる力」の養成
…科目横断、単元毎の授業
進行方法の見直し
・英語教育早期化
…現在中１で習う内容を、小
５～小６に、高１で習う内容
を中３に、それぞれ前倒し。
・小学校の算数で、単位の意
味まで踏み込んで指導する。
・幼稚園／保育所卒業までに
「成長してほしい姿」の設定
など

意 見

・「成長してほしい姿」は
努力目標なのかもしれない
が、子どもからすると自分
から取捨選択をしていくも
のなので、押しつけがまし
くならないか、少し心配。
・学習レベルに目が行きが
ちであるが、「みんなち
がって、みんないい」の世
界観が一番大切になるので
はないか。



Ｑ ＆ Ａ
あなたは幼少期
どう育てられた？
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参加者の意見から

・「親が多忙で、兄弟が多い
ので、親はあまり干渉しな
かった」という意見から、参
加者自身の幼少期について質
問しました。
・回答者全員が「ほぼ放任で
あった」との回答でした。
・しかし、親が共働きだった
り多忙だったりしたという要
素は、少なからずあったとの
ことでした。

・「子どものことは100%ま
ではわかってあげられない
けど、何かあったら何が何
でも守る」という無言の
メッセージ。
→完全に意識を向けていな
いということはなく、むし
ろ少し離れたところから見
守るというスタンスが、子
ども心にも伝わっていた、
と皆さんおっしゃっていま
した。

H30.2.12 室蘭民報朝刊より

「放任」とはいえ



トークセッション
総 括

2018.2.10 共生舎２周年記念事業「みんなで語ろう地域のみらい」

３テーマの語り合いから見えてきたこと

一切はさみを入れない折紙で
参加者さん渾身の作を寄贈頂きました

・この地域出身の若年層（～４０歳程度）は、仕事があればこの地域
に定住したいという人が一定数いる。
・他方、既存の人間関係で固まってしまう傾向もないわけではなく、
個々人の考え方の違いが、コミュニティや組織、会社とのかかわり方
にダイレクトに影響する場面があることも感じられる。
・自己肯定感の低さや憂鬱感とは、自分一人だけではうまくつきあっ
ていけない。最後は自分自身になるとはいっても、そこに至るまでの
思いくらいは、もっといろんな人たちと共有されてもよいのではない
か。
・「あなたは私と違ってもよい」「私と違うあなたを認める」という
メッセージ。価値観が多様化している現代での子育てには欠かせない
と思われるが、子育てに限らず、人材育成の場面でもますます必要に
なってくるのではないか。
・他人やものごとを、自分の価値観に無理やりあてはめようとしてい
ませんか？見守る心とその距離感が大切ではないでしょうか。



あとがき

来を担う世代をテーマにしたトークセッションも３回目を迎え
ましたが、回を重ねるごとに課題とその解決へのアプローチが、
次第に明確になってきているように感じます。この地域に特化し
た現象も存在しますが、それでも人口減少や、世相のパラダイム
シフトの速さの影響を受けるのは、他の地方都市にも起きている
ように感じます。

将

塾は、いわゆる机上の学びにとどまることなく、さまざまな実
践的学習のスタイルを模索し、提案し続け、おかげさまで３年目
を迎えることができました。ひとえに皆様のご厚情の賜物でござ
います。ありがとうございます。

当

年目の今年は、このトークセッションの締めとなった「違いを
認め合う」という、当塾の商号にもございます「共生」の想いを
再確認し、世相・地域・人の心にアンテナを高く張り、それぞれ
の持ち味をのびのびと活かしたほがらかな教室運営に努める所存
でございますので、よろしくお願いいたします。

３

筆となりましたが、ご参加の皆様、報道関係者の皆様、そして
なにより、日頃よりご利用頂いている皆様に、あらためて心より
御礼申し上げます。

ありがとうございました。

末

平成３０年２月２２日
共生舎

代表 髙橋 慎吾



Thank you for joining and reading.


